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　中国語が堪能な（？）友人が
「おい、これハッカーだろ！」
と指差しました。第６報「漢字
とカタカナ」でコンピュータ用
語の中国語訳のところを書いて
いたときです。「『黒客』を中
国語で発音すると“ハッカー”
に近いな」とのこと。招かざる
客＝黒い客、それで発音もハッ
カー、さすが四千年の文化の
国。うまいものだ。

　１０年ほど前に私はハッカーと呼ばれまし
た。当時はまだインターネットが流行ってお
らず、パソコン通信を使っているアメリカの
会社と一緒に仕事していました。日本に駐在
しているその会社のアメリカ人が私にむかっ
て、「あんたはハッカーだ」（英語で）と
いったのです。お酒を飲んでうかれている席
でした。「わたしゃそんな事してないよ」と
反論（日本語で）。彼はなんか説明してくれ
たのですが、私はちんぷんかんぷん。通訳し
た人によると「ソフトづくりにとてもこだわ
る」とのこと。そう「私は頑固な職人なの
だ」というと、「たんなるオタクだろ」の合
の手。まあ、ハッカーをやるような奴はかな
りのオタクなので、私もハッカーができるほ
どのこだわり屋ということか、と誉められた
のか、仕事相手として文句を言われていたの
か．．．．。

　インターネットが流行っている昨今では、
「私はハッカーだ」なんて冗談でも言えませ
ん。一般の新聞でもハッカー対策の記事が載
るほど。もはやハッカーは業界用語ではあり
ません。中央官庁もホームページを悪戯され
たニュースは耳新しいです。ひょっとしたら
データが盗まれたりしているかもしれません

ね。
　実は、当社のパソコンもハッカーに侵入され
ました。ぜんぜん気づきませんでした。どうし
てわかったかいうと、当のハッカーから電話が
あったのです。「山下さん、転送してくれるっ
て言っていたメール。なかなか来ないからこっ
ちから見に行ったよ」「ということは、うちの
パソコンにハッキングしたの」「そう！」ハッ
カーは私の知人だったのです。インターネット
ではけっこう簡単にハッキングできるようで
す。

　招かざる客たるもの、そっと裏口から忍び込
んで来るのかと思いきや、実は堂々と正面玄関
から大手を振って入ってくるのです。たとえパ
スワードという錠をかけていても、手当たりし
だいに鍵を作っては錠にさして、開く鍵を見つ
けて堂々と錠を開けて入ります。
鍵を作るということはパスワード
を自動生成することになります
が、コンピュータですから膨大な
組合せをつくるなんていうプログ
ラムはお手のもの。携帯電話の迷
惑メールの手当たりしだい作るア
ドレスと同じです。どうあがいて
も玄関がある以上、黒客はいつで
もやって来れるのです。
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　この話をしたらお客様が「うちは大丈夫か
ね？」と不安顔。「大丈夫でしょう」とお答え
しました。というのは、このお客様はダイヤル
アップ接続、つまりインターネットをやるとき
だけ電話をかけて接続するのですから、イン
ターネットをやっていないときはいくらハッ
カーでも玄関につづく道（電話回線）が途絶え
ていて、辿りつけないのです。でも、接続しっ
ぱなしだったら．．．（電話代もすごいことに
なりそう）。

　当社の場合、第１８報「電線音頭」でお報せ
したように、ケーブルテレビ局接続です。いわ
ゆる常時接続ですから、インターネットをやっ
てようがやってまいが、パソコンが動いている
かぎり玄関への道はしっかりできています。で
すから、わが知人はお気軽にハッキングできた
のです。常時接続は企業がよく使う専用回線の
ほか、ケーブルテレビに対抗してＡＤＳＬな
ど、電話会社も必死のサービスを繰り広げてい
ます。いずれの接続でも常時接続なら、黒客は
ほくそ笑んでいるのです。

　さて、対策です。黒客にインターネットに接
続したパソコンからさらに別のパソコンへ社内
ネットワーク（ＬＡＮ）を伝って侵入されたの
では堪りません。そこでインターネット用パソ
コンを独立させ、社内ＬＡＮから外しました。

インターネット用パソコンはハッキングされ
てもしようが無い、とあきらめて重要なデー
タはここには保管していません。
　それと、社員個々のパソコンからはイン
ターネット接続はできません。ｅメールもで
きません（社内メールは別にあります）。独
立したインターネット用パソコンにまで足を
運んでやっています。当社の場合、社外から
のｅメールといっても会社のメールで、プラ
イベートなものではありませんから。プライ
ベートなら携帯電話のメールに限ります。

　ついでに、職場の省スペースを考えると、
独立したインターネット用パソコンは使って
いないときにはとても邪魔。そこでＣＰＵ切
替機を使っています。１組のモニタ（テレビ
画面）・キーボード・マウスで切替えながら
２台のパソコン（ＣＰＵ）を使うというもの
です。普段は社内ＬＡＮにつながったパソコ
ン、インターネットをやるときは独立したイ
ンターネットパソコンに切替えます。場所を
食うモニタやキーボードが１つですむので、
省スペースにはうってつけです。

　黒客はＣＰＵ切替機のケーブルを伝ってま
で侵入してくることはありえません。これで
対策は万全 (^O^)。
．．．．．ではありませんでした (;_;)。
ウィルス（中国語訳：病毒）の対策も。

ちょいとインターネットを楽しんだり、メー
ルで便利しようにも、けっこうなリスクの覚
悟が要りますね。


